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視覚に障害がある方のための、音声による社協だよりもあります。

　

３
月
８
日
（
土
）、
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
じ
ざ
く
ら
」

を
会
場
に
、
親
子
で
手
話
体
験

等
を
通
し
て
聴
覚
障
害
に
つ
い

て
学
び
、「
福
祉
」
に
つ
い
て
触

れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
親
子

福
祉
体
験
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
内
小
学
校
、
特
別
支
援

学
校
小
学
部
１
・
２
・
３
年
生

の
児
童
と
保
護
者
８
組
、
17

人
の
親
子
が
参
加
。
御
殿
場

市
聴
覚
障
害
者
の
会
の
佐
藤

五
男
さ
ん
、
佐
藤
ふ
さ
江
さ

ん
、
坂
井
勝
栄
さ
ん
か
ら
、
聞

こ
え
な
い
人
と
の
日
常
生
活

の
違
い
に
つ
い
て
の
説
明
を
受

け
、
挨
拶
、
名
前
等
の
手
話
を

体
験
す
る
こ
と
で
、「
福
祉
」

を
身
近
な
も
の
と
感
じ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
福
祉
体
験
を
通
し
て

の
発
見
、
感
動
を
一
人
ひ
と
り

の
心
の
中
に
し
っ
か
り
と
受

け
止
め
て
い
た
だ
け
た
も
の

と
思
い
ま
す
。　「I Love You」は、

世界共通の手話です。 
　相手への思いやり
や手話に関心がある
ことを表します。

Ｉ  +  Ｌ  +  Ｙ  = I Love You

相手を思
う

優しい
手話表現
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市社協は、成年後見事業を推進しています。

　
「
地
域
で
つ
な
が
り
、
だ
れ
も
が
笑
顔
あ
ふ

れ
、
安
心
し
て
、
い
き
い
き
暮
ら
せ
る
ま
ち
」

を
推
進
す
る
組
織
と
し
て
、
市
社
協
の
積
極

的
な
事
業
の
展
開
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
職
員
一
人

一
人
の
力
を
結
集
し
、
一
丸
と
な
っ
て
事
業

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

❶ 

移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
（
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
な
ど
と
の
一
体
運
送
を
含
む
。）
の
創
出 

❷ 

成
年
後
見
事
業
（
市
民
後
見
人
の
養
成
、

活
動
支
援
を
含
む
。）
の
推
進 

❸ 

包
括
的
相
談
支
援
体
制
整
備
事
業
の
実
施 

❹ 

第
５
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
推
進 

❺ 

経
営
事
業
体
と
し
て
の
組
織
体
制
整
備

と
財
政
基
盤
の
強
化

重
点
目
標 事

業
計
画

市
社
協

令和７年度

事
業
活
動

１
組
織
の
強
化
と
財
政
基
盤
の
確
立

２
第
５
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
推
進

３
調
査
研
究
活
動

６
低
所
得
者
世
帯
・罹
災
世
帯
等
へ
の
福
祉
活
動

４
啓
発
活
動
の
推
進

５
児
童
福
祉
活
動

７
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業

８
高
齢
者
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

10
福
祉
車
両
及
び
福
祉
機
器
等
貸
出
事
業

９
高
齢
者
福
祉
活
動

11
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業（
菜
の
花
）

12
居
宅
介
護
支
援
事
業

13
訪
問
介
護
事
業

23
福
祉
団
体
と
の
連
携

24
福
祉
教
育
の
推
進

25
ふ
れ
あ
い
福
祉
相
談

26
共
同
募
金
運
動
の
推
進

27
団
体
活
動
の
支
援

28
そ
の
他

15
心
身
障
害
児（
者
）福
祉
活
動

19
母
子
父
子
福
祉
活
動

14
通
所
介
護
事
業

17
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

20
地
域
福
祉
活
動

21
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

22
災
害
時
の
支
援
活
動

18
成
年
後
見
事
業（
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
事
業
）

16
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
事
業
の
実
施

350円

500円

基本プラン

天災・地震補償プラン
（基本プラン＋地震・津波・噴火による死傷）

保険料プラン
ボランティア活動保険 年間保険料

令和７年度 ボランティア活動保険加入手続き受付中
　ボランティア活動保険は「ボランティア活動中や活動場所への往復途上にけがをしてしまった」「他人に
けがをさせてしまった」「物を壊してしまった」などの万が一の事故を補償します。

市社協地域福祉課 電話 70ｰ6801
申込み・問合せ

令和７年４月１日～令和８年３月31日
（※中途加入の場合は加入手続き完了日翌日～令和８年３月31日）

補償期間



市社協は、移動支援サービスの創出に取り組んでいます。
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令和７年度　当初予算の概要

収入内訳

収入内訳予算額 単位：千円

会費収入

寄附金収入

経常経費補助金収入（共同募金を除く）

共同募金募金配分金収入

受託金収入

貸付事業収入

事業収入

負担金収入

介護保険事業収入

障害福祉サービス等事業収入

受取利息配当金収入

その他の収入

基金積立資産取崩収入

前期末支払資金残高

11,936

3,061

40,491

10,408

180,171

647

12,336

4,559

168,346

63,350

12

3,033

14,000

39,119

収入合計 551,469

支出内訳

支出内訳予算額 単位：千円

法人運営事業

地域福祉活動推進事業

在宅福祉推進事業

共同募金配分金事業

小口資金貸付事業

地域包括支援センター事業

居宅介護支援事業

ホームヘルパー事業

老人デイサービス事業

生活介護事業

御殿場市民交流センター事業

施設整備等支出

積立資産支出

予備費

62,105

52,079

13,525

14,135

1,067

29,237

50,137

28,617

90,618

62,483

114,131

2,499

4,584

26,252

支出合計 551,469

感謝のページ 市社協へ御寄附を頂き厚くお礼申し上げます。
寄せられた御寄附は、有効に活用させていただきます。
（敬称略・順不同）

夢　

咲
子

竃
区

報
徳
文
化
祭
実
行
委
員
会

新
橋
婦
人
会

渡
邉
章
夫

御
殿
場
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所

キ
ミ
美
容
室

石
川　

昭

勝
俣
恒
子

㈱
ス
ズ
キ
総
業
ス
ズ
キ
総
業
グ
ル
ー
プ

川
合
岩
雄

御
殿
場
市
婦
人
会
連
絡
協
議
会

林
昌
寺

有
限
会
社
二
の
岡
フ
ー
ヅ

印
野
婦
人
会
災
害
基
金

御
殿
場
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

住
電
装
プ
ラ
テ
ッ
ク
株
式
会
社

静
岡
県
立
御
殿
場
高
等
学
校

一
般
社
団
法
人
玉
穂
報
徳
会

遠
藤
徳
一

匿
名
９
件

令和６年11月から令和７年3月まで

金
員
の
寄
附

大
窪
民
主

山
田
伸
子

ド
キ
わ
く
ラ
ン
ド
御
殿
場
店

中
村
春
子

木
下
良
一

日
本
善
行
会
御
殿
場
支
部

近
藤　

昭

伊
藤
房
子

匿
名
８
件

物
品
の
寄
附

温
か
い

お
心
遣
い
、

誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

大
切
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　市社協は、住民の皆様からお寄せいただく会員会費、寄附金、県・市からの補助金・助成金・受託金、共同募金配
分金、介護保険・障害者総合支援法によるサービス等の収益を財源として、各種の福祉事業を実施しています。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

予算額 予算額
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市社協は、成年後見事業を推進しています。

　有限会社二の岡フーヅ様（市内東田中1729番地）から
市内の子ども食堂や生活困窮者の支援を目的として、寄附
金をお預かりしました。
＜子ども食堂からお礼の言葉＞
・この御寄附で、子供
たちが喜ぶ肉類を
購入することがで
きます。
・物価高騰により、予
算のやりくりをし
ている中、この御寄
附で気持ちが明る
くなりました。

㈲二の岡フーヅ様
による子ども食堂等支援2 /12

水

　市内の子どもの
居場所等、住民によ
る地域活動支援の
ために、御殿場ライ
オンズクラブ様（代
表 太田勲会長）か
ら市社協へ尊い浄
財をお寄せいただ
きました。

御殿場ライオンズクラブ様
による地域活動支援2 /19

水

いつも市社協の活動を支えていただきありがとうございます

「明日は我が身」
～伊達直人様からの寄附金によりワンタッチテントを購入～
　全国各地で大規模な災害が頻発しています。
　市社協は、当市での発災に備え、「災害ボランティア本部用ワンタッ
チテント（アルミ製）」を２月に購入、整備しました。
　伊達直人様から頂いた寄附金を財源として購入したこのテントは、１
月に行う「本部立ち上げ訓練」や、９月に開催する「ふれあい広場（福
祉祭り）」でも有効に活用させていただきます。

シニアクラブ御殿場市様
による被災者支援

　シニアクラブ御殿場市様（代表 田代武満連合会長）
から、能登半島豪雨、大船渡市林野火災の被災者支援
のために義援金をお預かりしました。市社協から被災
地共同募金会に送金いたしました。

市社協へお寄せいただいた寄附金（災害義援金を除く。）は、
当市の地域福祉活動推進のため、貴重な財源として大切に活用させていただきます。

3/3
月

　今年も一般社団法人玉穂報徳会様（代表 勝又保彦理事
長）から、福祉施設訪問の一環として、市社協へ寄附金が届
けられました。

玉穂報徳会様による
福祉施設訪問3/6

木

　静岡県立御殿場高等学校様（市内御殿場192番地の１）
から文化祭の収益金を市社協へ寄託いただきました。

御高文化祭収益金寄託3/10
月
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市社協は、移動支援サービスの創出に取り組んでいます。

　市社協地域福祉課 総務・権利擁護スタッフの職
員から成年後見人制度について、今まで聞けな
かったことなどを分かりやすく聞くことができま
した。
　相談員として、まず相談者の SOS を感じ取り
本当に必要なことを見極め、相談者が乗り越えら
れるよう、あくまでもサポート役として一緒に考
えていくことの大切さを学びました。人はそれぞ
れ価値観が違います。十人いたら十人が全く同じ
悩みはないということを心に留め、日々の相談に
当たっていきたいと思います。

ふれあい福祉相談センター
相談員研修２/21

金

「十人十色」全く同じ悩みはない

第２回 法人後見等支援員連絡会開催！
　令和６年度法人後
見等支援員として活
動されている５人、
生活支援員２人、ま
た市民後見人として
活躍される方々にも
参加いただき、「法人後見等支援員連絡会」を開
催しました。
　social work MIRAI 代表長谷川俊雄先生を講
師に迎え、本人との関わり方、「かかわること」
とは何か、また「かかわること」が生み出す意味
と価値について御講義いただきました。「えんた
くん」を活用したグループワークでは、個々が持

つ視点で困っている
こと、不安なことを
グループで共有・共
感し合い、「相互談
議」の体験をしまし
た。

本人と同じ目線で考える
市民後見人を目指して2/27

木

3/６
木

　仕事一筋で何十年、家族のために、自分のために
働いてきた皆さん、やっと仕事もひと段落して、こ
れからどんな暮らしをしようかわくわくしている人、
何から手をつけようか迷っている人、様々な思いを
持った男性８人が参加されました。
　前段では、市健康推進課による健康講座を実施し
ました。まずは体組成測定（体の成分を分析してバ
ランスを診るもの）し、自分のデータを見ながら、講
師のアドバイスを熱心に聞きました。また、栄養に
ついての講義では日々の食事でのポイントを多く得
ることができました。
　後段では、既に地域で活躍している３人の方を講
師に迎えました。様々な活動の紹介の中には、今後
の暮らしを楽しむためのヒントが盛りだくさん！
　ここでの出会いがこれからの人生をより充実した
ものになることを願って。
　市社協は皆さ
んの応援団です。
一緒にいきいきと
した暮らしを作っ
ていきましょう！

～人との縁が充実した
暮らしにつながる～３/７

金

男性セカンドライフ講座開催

　市危機管理課と県社会福祉協議会を講師に招き、
御殿場市で想定される被害や備え、実際の被害を想
定した「避難所運営ゲームＨＵＧ」、令和６年１月の
能登半島地震で開設した災害ボランティアセンター
での活動報告や災害ボランティアコーディネーター
とは何か等について御講義いただきました。
　発災した時には、行政や社会福祉協議会だけでは
なく、地域を支えている住民の皆様の力が何よりも
必要です。参加された 12 人の方には、今回学んだ
ことを今後の活動に役立て、地域や被災地の中で核
となって動くことができる「災害ボランティアコー
ディネーター」としての活躍が期待されます。

今求められる、
地域のつながりと防災力

ふじのくに災害ボランティア
コーディネーター養成講座開催
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市社協は、成年後見事業を推進しています。

森
之
腰
区
み
ん
な
の
居
場
所

　

森
之
腰
区
み
ん
な
の
居
場
所
（
代
表 

勝
間
田
洋
子
会

長
）で
は
、ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
橋
本
京
子
さ
ん
に
よ
る
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

橋
本
さ
ん
は
、童
謡
「
ふ
る
さ
と
」な
ど
洗
練
さ
れ
た

プ
ロ
の
歌
声
を
大
勢
の
参
加
者
の
前
で
披
露
し
て
く
れ

ま
し
た
。

〈
参
加
者
の
感
想
〉

☆
さ
す
が
プ
ロ
！
迫
力
の
あ
る
歌
声
で
し
た
。

☆
あ
ま
り
聴
く
こ
と
の
な
い
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
コ
ン

サ
ー
ト
に
感
動
し
ま
し
た
。

3/11
火

ご
て
ん
ば
福
祉
施
設
協
働
事
業「
絆（
わ
）」

×

御
殿
場・小
山
フ
ー
ド
バ
ン
ク
協
議
会

　

市
内
23
か
所
の
社
会
福
祉
法
人
等
が
加
盟
す
る
ご
て
ん

ば
福
祉
施
設
協
働
事
業「
絆（
わ
）」は
、多
種
多
様
な
組
織

や
人
材
を
い
か
し
、社
会
貢
献
や
地
域
の
福
祉
課
題
の
解

決
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
ど
、初
の
試
み
と
し
て
、「
絆（
わ
）」に
加
盟
す

る
４
法
人
の
職
員
５
人
が
、御
殿
場
・
小
山
フ
ー
ド
バ
ン

ク
協
議
会（
代
表 

高
橋
頼
太
会
長
）が
行
う「
進
級
・
進
学

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
参
画
し
ま
し

た
。

　
「
絆（
わ
）」の
メ
ン
バ
ー
は
、個
人
、団

体
、企
業
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
食
料
が
、支

援
を
必
要
と
す
る
子
育
て
中
の
家
庭
に

届
く
よ
う
、仕
分
け
、梱
包
作
業
に
懸
命

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

3/13
木

3/14
金

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

リ
ー
ダ
ー
研
修

　

御
殿
場
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
（
代
表 

勝
俣

三
郎
会
長
）の
会
員
14
人
で
富
士
宮
に
あ
る
富
士
砂
防
事

務
所
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

富
士
砂
防
事
務
所
で
は
、富
士
山
の
土
砂
災
害
や
噴
火

に
つ
い
て
の
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。特
に
大
沢
崩
れ
の

土
砂
災
害
を
防
ぐ
た
め
に
、大
沢
遊
砂
地
と
い
う
砂
防
工

事
現
場
が
あ
り
、実
際
に
現
場
見
学
も
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。近
年
起
こ
っ
た
土
砂
被
害
の
映
像
や
、削
ら
れ

た
溶
岩
壁
な
ど
を
見
て
自
然
の
力
の
驚
異
を
実
感
し
ま

し
た
。私
た
ち
が
富
士
山
麓
で
安
全
に
過
ご
せ
て
い
る
の

は
、こ
う
い
っ
た
事
業
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
が

い
る
か
ら
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。ま
た
、研
修
の
最
後
に

は
、富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
へ
富
士
山
噴
火
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
に
と
お
参
り
に
立
ち
寄
り
、帰
路
に
つ
き
ま
し

た
。

３/13
木

プ
ロ
の
歌
声
！
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い

富
士
山
噴
火
に
備
え
て

■今回参画した法人（施設）
（福）ふじの郷さつき学園
（福）野菊寮 野菊寮
（福）十字の園御殿場十字の園
（福）博友会ふじあざみ
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市社協は、移動支援サービスの創出に取り組んでいます。

　

玉
穂
小
学
校（
３
年
生
61
人
）は
、
聴
覚
障
害
者
の
会
の
杉
山
清

さ
ん
と
佐
藤
ふ
さ
江
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
手
話
講
演
会
を
行
い

ま
し
た
。
聞
こ
え
な
い
人
と
の
生
活
比
較
や
、
ど
ん
な
ふ
う
に
声

か
け
を
す
れ
ば
良
い
の
か
、
救
急
車
・

消
防
車
を
呼
ぶ
時
は
ど
う
し
て
い
る
の

か
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
簡
単
な

挨
拶
の
手
話
を
覚
え
た
後
、
実
際
に
手

話
で
会
話
を
し
ま
し
た
。
皆
静
か
に
真

剣
に
話
を
聞
き
、
拍
手（
両
手
を
開
い

て
頭
の
上
で
キ
ラ
キ
ラ
と
揺
ら
す
。）で

お
礼
の
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

2/26
水

〜
手
話
が
で
き
れ
ば

　
も
っ
と
も
っ
と
世
界
が
広
が
る
〜

玉
穂
小
手
話
講
演
会

　

近
年
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
。

　

今
回
は
御
殿
場
中
学
校
３
年
生
２
３
８
人
が
体
験
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
県
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
協
会
か
ら
勝
又
功
二
さ
ん
、高
橋
一
真
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
ず
、競
技
用
車
椅
子
の
操
作
を
体
験
す
る
た
め
、ク
ラ
ス
対
抗
車
椅
子
リ
レ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
難
し
い
で
す
が
、各
ク
ラ
ス
と
も
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
乗
り
切
り
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
選
抜
生
徒
に
よ
る
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。慣
れ
な
い
車
椅
子
で
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
で
し

た
が
、仲
間
の
熱
い
声
援
の
中
、白
熱
し
た
ゲ
ー
ム
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

体
験
し
た
生
徒
か
ら
は
、「
車
椅
子
操
作
を
し
な
が
ら
プ
レ
イ
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、通
常
の
バ

ス
ケ
ッ
ト
と
は
全
く
違
う
こ
と
が
多
い
が
、共
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
」、「
体
験
し
た
こ
と
で
観

戦
す
る
際
に
も
今
ま
で
と
は
違
う
視
点
か
ら
も
応
援
で
き
る
と
思
う
」と
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

何
事
も
楽
し
む
た
め
の
努
力
は
惜
し
ま
ず
、様
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

3/10
月 

〜
体
験
し
な
け
れ
ば
気
付
け
な
い
こ
と
が
あ
る
‼
〜

3/24
月

　

市
社
協
は
、こ
の
ほ
ど
、社
会
福
祉
法
人
復
生
あ
せ
び
会

あ
せ
び
の
家
と「
移
動

支
援
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は「
社
会

福
祉
法
人
の
地
域
に
お

け
る
公
益
的
な
取
組
の

一
環
」と
し
て
、神
山
区

の
居
場
所
、喫
茶「
み
ち

く
さ
」（
毎
月
第
１
・
３

木
曜
日
開
催
）の
利
用

者
を
送
迎
す
る
た
め
、

地
域
住
民
へ
車
両
の
貸

出
し
を
行
う
も
の
で

す
。

　

当
日
は
、復
生
あ
せ

び
会
か
ら
中
村
理
事
長

様
、市
社
協
か
ら
は
三

井
会
長
ら
が
出
席
し
、

協
定
書
の
取
り
交
わ
し

を
行
い
ま
し
た
。

　

市
社
協
は
、社
会
福

祉
法
人
が
地
域
の
福
祉

課
題
解
決
の
た
め
に
効

果
的
な
取
組
が
で
き
る

よ
う
、今
後
も
支
援
を

継
続
し
て
い
き
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
復
生
あ
せ
び
会

あ
せ
び
の
家

市
社
協
と「
移
動
支
援
事
業
に

関
す
る
協
定
を
締
結
」

御
中 

車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
福
祉
講
演
会



　

手
話
の
基
礎
、手
話
を
用
い
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
、あ
い
さ
つ
の
表
現
な
ど

を
学
び
ま
す
。

日　

時　

令
和
６
年
11
月
６
日
、13
日
、20
日
、

 

27
日（
毎
週
水
曜
日 

全
４
回
）

 

午
後
７
時
か
ら
８
時
30
分
ま
で

会　

場　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
じ
ざ
く
ら
」

 

１
階 

第
１
・
２
会
議
室

対
象
者　

高
校
生
以
上
の
市
内
在
住
・
在
勤
・

通
学
者
で
初
心
者
の
方

内　

容　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
、指

文
字
、挨
拶
の
手
話
、手
話
で
の
自

己
紹
介
ほ
か

参
加
費　

無
料　

定　

員　

20
名（
先
着
順
）　

申
込
み　

８
月
21
日（
水
）か
ら
９
月
20
日（
金
）ま

で
に
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

市
社
協
地
域
福
祉
課

電　

話（
０
５
５
０-

７
０-

６
８
０
１
）

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
５
５
０-

８
９-

５
５
０
１
）

市社協は、包括的相談体制整備事業の実施に取り組みます。
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦 

実
施
い
た
し
ま
す

参
加
者
募
集
‼

　

市
民
の
皆
様
の
協
力
を
得
て
、国
道
２
４
６
号
線
・ 

１
３
８
号
線
交
差

点
付
近
の
清
掃
活
動（
ゴ
ミ
収
集
）ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
を
実
施
い
た

し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日　

時　

令
和
７
年
５
月
25
日（
日
）午
前
９
時
30
分
か
ら
11
時
30
分
ま
で

清
掃
場
所　

国
道
２
４
６
号
線
・
１
３
８
号
線
交
差
点
付
近 

対
象
者　

市
民（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
） 

参
加
費　

無
料 

集
合
場
所　

ふ
れ
あ
い
会
館
広
場（
市
民
会
館 

第
２
駐
車
場
北
側
） 

　

移
動
支
援
の
担
い
手
の

拡
大
、
さ
ら
に
高
齢
者
、

障
害
の
あ
る
方
等
を
支
え

る
人
の
養
成
を
図
り
ま
す
。

　

あ
な
た
も
地
域
の
中
で

「
移
動
」
に
困
っ
て
い
る
方

の
外
出
を
支
援
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

日　

時　

令
和
７
年
５
月
29
日(

木)

・
30
日(

金)

　
　
　
　

両
日
共 

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で 

会　

場　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー｢

ふ
じ
ざ
く
ら｣

ほ
か 

対
象
者　

運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
の
あ
る

市
民 

内　

容　

福
祉
車
両
の
特
性

 

道
路
運
送
法
、

 

関
係
法
令

 
高
齢
者
の
生
活
等

 
運
転
介
助
 

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

 

メ
ン
ト 
等 

受
講
料　

無
料 

定　

員　

15
名

 

申
込
み
多
数
の
場
合
抽
選
と
な
り
ま
す
。

講　

師　

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
な
が
わ
福
祉
移
動

サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

申
込
み　

５
月
20
日(

火)

ま
で
に
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

市
社
協
地
域
福
祉
課

　
　
　
　

電　

話
（
７
０-

６
８
０
１
）

　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

（
８
９-

５
５
０
１
） 

そ
の
他　

２
日
間
全
日
程
を
修
了
さ
れ
た
方
に
は
国

土
交
通
省
認
定
修
了
証
を
発
行
し
ま
す
。 

N

138

萩原公民館

第1駐車場

萩原神社

★

大原

市民会館
入口

市
民
会
館

市民会館
第2駐車場

ふれあい
会館

駐車場については、集合場所付近に係を
配置いたしますので指示に従ってください

国土交通省認定
｢福祉車両運転者講習」

受講者募集!! 受講料
無料

申
込
み　

５
月
16
日（
金
）ま
で
に

 

市
社
協
地
域
福
祉
課
へ 

 

御
連
絡
く
だ
さ
い

 

電　

話（
７
０-

６
８
０
１
）

 
Ｆ
Ａ
Ｘ（
８
９-

５
５
０
１
）


